
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン
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火災・救急
テレホンガイド

男　5,940人（－6）
女　6,373人（－20）

ご寄附に感謝します 育英資金（敬称略）

玉串料返し（金一封） 海士部　泰徳（下土井）
香典返し（金一封） 中西　信夫（上加茂）　　繁森　恒昭（豊岡上）　　渡邊　德子（尾原）

円城支部
　７月24日、円城幼稚園で行われた夕涼み会に愛育委員
として参加しました。会には園児とその家族、地域の方
130人が集まりました。
　当日は、園児たちに買い物をするときの一連の会話の
やりとりを経験してもらうため、愛育委員がアイスクリー
ム屋さんになりきって「いらっしゃいませ」「何にしましょ
う」「アイスクリームください」「ありがとう」と、楽しくやり
とりを行いました。
　他にもボランティアの方々も出店。園庭では各ゲームの優勝者の表彰やクイズ大会が行われました。
　最後は、参加者全員で「松山踊り」を踊って、子どもたちや保護者と楽しく交流を深めながら閉会となりました。
　円城支部では、今後もこのような交流を通じて、地域で子育て支援の活動を行っていきたいと思います。

愛育委員会活動報告

  材　料   作り方
①人参はスライサーで太めの千切りにする。
②たらこは薄皮をはがし、中身を取り出す。
③フライパンにサラダ油を熱し、中火で人参を炒める。しん

なりしたら、たらこを加えてほぐすように炒める。
④たらこに火が通ったら酒をふり、しょうゆ、塩を加えて炒め

合わせる。

人参のたらこ炒め（２人分）

人参……………………………… 大１/2本（１５０ｇ）
たらこ………………………………………… 25ｇ
サラダ油……………………………… 大さじ１/2
酒……………………………………… 大さじ1/3
しょうゆ……………………………… 小さじ１/2
塩…………………………………………… 少々

料理名

エネルギー：135kcal　たんぱく質：7.2ｇ　カルシウム：49mg　食塩：1.8ｇ

 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
＊たらこのうまみと塩気が甘い人参にぴったりです。

人参は１年を通して出回っているので、オススメの野菜です。
ぜひ作ってみてください♪

★人参の栄養
　βカロテンという栄養素がとても豊富に含まれており皮膚や粘膜を丈夫にします。
　特に皮のすぐ下に豊富に含まれていますので、無農薬ならそのままか、薄く皮をむくようにすると体によい栄養素をたくさん
　摂ることができます。
　ただし、人参は生で食べるとビタミンＣを破壊する作用のある栄養素（アスコルビナーゼ）も含まれているため、生で食べられ
　る際には、刻んで他の野菜と一緒に食べることをお勧めします。

円城栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜
にんじん
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１日 350ｇ
両手１杯の緑黄色野菜
両手２杯の淡色野菜生活習慣病予防のために を摂りましょう
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主な記事
・P02～特集：「健康づくりの主役はあなたです」
　　                ～みんなでラジオ体操をしましょう～
・P10～役場からのお知らせ
・P18～インフォメーション

【富士通テン女子バレーボール教室】
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町
で
は
町
民
の
健
康
増
進
を
目
的
に
、

午
前
８
時
20
分
と
午
後
３
時
に
音
声
告
知

放
送
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
が
多
忙
で
運
動
す
る
時
間
が
な
い

と
い
う
方
も
、
朝
の
お
仕
事
前
や
、
午

後
３
時
の
休
憩
時
間
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行

い
、
今
よ
り
１
日
７
分
プ
ラ
ス
（
ラ
ジ
オ

体
操
第
１
の
時

間
は
約
３
分
15

秒
）
の
体
を
動

か
す
こ
と
か
ら

運
動
習
慣
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ

う
。

「健康づくりの主役はあなたです」
～ラジオ体操をしていますか？みんなでラジオ体操をしましょう～

吉備中央町ラジオ体操講習会の様子

　

誰
も
が
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に

は
、
普
段
か
ら
体
を
動
か
す
こ
と
は
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

年
齢
と
と
も
に
筋
肉
量
は
減
少
し
ま

す
。
運
動
を
し
な
く
な
る
と
、
筋
力
や
身

体
機
能
が
低
下
し
や
す
く
な
り
、
手
足
が

細
く
な
っ
て
き
ま
す
。
す
る
と
体
を
動
か

す
こ
と
が
面
倒
に
な
り
、
ま
す
ま
す
健
康

状
態
が
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。し
か
し
、

定
期
的
に
体
を
動
か
し
筋
肉
を
使
う
こ
と

で
予
防
が
で
き
ま
す
。

　
「
ま
だ
若
い
か
ら
」「
も
う
年
だ
か
ら
」

と
体
を
動
か
さ
ず
に
い
た
り
、
生
活
習
慣

が
乱
れ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？　

元
気

な
と
き
か
ら
運
動
を
継
続
的
に
行
い
、
転

ば
な
い
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
、
認
知

を
防
ぐ
な
ど
、
高
齢
者
に
な
っ
て
も
「
元

気
に
イ
キ
イ
キ
と
健
康
長
寿
日
本
一
」
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
と
き
、
す
ぐ
に
手
軽
に
始
め
ら

れ
る
の
が
ラ
ジ
オ
体
操
。
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
誰
に
で
も
で
き
る
ラ
ジ
オ
体
操

に
は
こ
ん
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
目
指
す

�

元
気
イ
キ
イ
キ

音
声
告
知
放
送
で

�

手
軽
に
ラ
ジ
オ
体
操
！

ラ
ジ
オ
体
操
の
す
す
め

①�

体
の
き
し
み
を
取
り
除
き
、
全
身
の
筋

肉
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
動
か
し
鍛
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
身
体
の
柔
軟
性
を
高
め
ま
す
。

③�

血
液
循
環
を
促
し
、
体
調
を
整
え
、
身

体
機
能
を
活
性
化
し
、
維
持
す
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
行

え
る
体
操
で
す
。
長
続
き
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
一
人
で
は
な
く
、
と
も
に
仲
間
と

楽
し
み
な
が
ら
体
操
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

夏
休
み
に
行
わ
れ
る
午
前
６
時
30
分
か

ら
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
、
以
前
の
よ
う
に
各

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
一
つ
の
場
所
に
集

ま
っ
て
行
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？　

子

ど
も
の
少
な
い
地
域
は
、
以
前
の
よ
う
に

　

仕
事
に
取
り
組

む
準
備
運
動
と
し

て
、
仕
事
途
中
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の

た
め
に
取
り
組
ん

で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

地
域
み
ん
な
で
ラ
ジ
オ
体
操

●
地
域
の
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

�

み
ん
な
で
集
ま
り
ラ
ジ
オ
体
操
！

●
職
場
み
ん
な
で
ラ
ジ
オ
体
操
！

集
ま
れ
て
い
な
い
と
耳
に
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
夏
休
み
に
限
ら
ず
、
地
域
の

皆
さ
ん
で
声
を
掛
け
合
い
、
定
期
的
に
公

会
堂
等
に
集
ま
っ
た
り
、
毎
月
の
会
合
等

の
日
な
ど
に
体
操
を
行
い
、
今
以
上
に
地

域
の
繋
が
り
や
絆
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
絆

を
深
め
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
ラ
ジ
オ
体

操
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

子
ど
も
だ
け
で
な
く
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

ま
た
近
所
や
地
域
の
方
も
含
め
た
す
べ
て

の
方
を
対
象
に
、
以
前
の
よ
う
に
各
地
域

で
一
つ
の
場
所
に
集
合
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？　

最
初
は
少
人
数
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ま

た
、
あ
る
程

度
期
間
を
決

め
て
行
っ
て

も
良
い
か
も

し
れ
ま
せ

ん
。
次
第
に

輪
が
広
が
っ

て
い
く
の
で

は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

　７月20日、テレビでお馴染みのラジオ体操指導者岡本美佳先生と、ラジオ体
操アシスタントの有賀暁子先生をお招きし、かもがわ総合スポーツ公園体育館
において吉備中央町ラジオ体操講習会を行いました。
　愛育委員会、栄養改善協議会、体育協会、町内の幼稚園、保育園、小中学校
の先生方等100人を超える参加者が、正しいラジオ体操を学びました。ラジオ
体操第１を中心に、約２時間丁寧に体操のポイントを指導いただきました。
　参加者は「初めてきちんとした体操を指導してもらった」「講習会に来て今ま
で行っていた体操がでたらめだったのが分かった」といった意見がありました。
　今回受講していただいた方たちに、地域や町内の学校等で正しいラジオ体操
を指導していただき、町もよりいっそう普及啓発を継続していきます。町民の
皆さん一緒に健康寿命日本一を目指しましょう。

吉備中央町ラジオ体操講習会開催こんな取り組
み

も行っていま
す
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１

２３

背すじが伸びていますか？
手は軽く握り、腕をしっかり引
き上げ、背筋をピンと伸ばします。

４

かかとの上下運動で、ふくらは
ぎを使っていますか？
両脚のかかとが離れないように
注意！

ひじを伸ばし、大きな円を描き
肩の筋肉を伸ばしていますか？
かかとが上がらないように注
意！

かたちよく全身が伸び、胸が大
きく開いていますか？腕を上げ
たときに上体が反りすぎないよ
うにしよう！

背のびの運動

腕を振って
脚を曲げ延ばす運動腕を回す運動胸を反らす運動

ラジオ体操をより効果的に行うためには
　身体の柔軟性を高めたり、筋肉を鍛え、有酸素運動を効率的に行うことができ
るラジオ体操は、子どものころから慣れ親しんだ方も多く、音楽が流れると、自
然に体が動く方も多いと思います。
　しかしながら、ラジオ体操は軽い動きと思われがちですが、正しく行うとかな
りの運動量であることがわかります。
　ここでは、ラジオ体操を行うための姿勢や、13の動作についてポイントを紹介
します。

まずは姿勢をチェック！
こんな姿勢になっていませんか？

①猫背…背中が丸まっている方が、前に出がちになります。
②胸や腰を反らしすぎ
　　　…�一見良い姿勢に見えますが、背骨のカーブが強く

なり、腰に負担がかかります。
③前から見たとき傾いている
　　　…�片足に重心がかかっているため左右がアンバラン

スになりがちです。
　正しい姿勢とは、両足に均等に体重をかけ、左右のゆが
みがなく、まっすぐに立った状態をいいます。

10

111213

動作は止めないようにゆったり
と行い、息は鼻から大きく吸っ
ていますか？
深くゆっくり呼吸を整え、疲れ
を残さないようにしよう！

５６７

８９

腕の振り上げによって、胸・脇
腹の筋肉がよく伸び縮みしてい
ますか？
腕を耳の横に上げて、体を真横
に曲げよう！

背中とおなかの筋肉がよく伸び
るようにしていますか？
始めは両手を床につけるように
前に曲げ、後半は体をゆっくり
反らし、真後ろを見るようにし
よう！

両足をしっかりふんばって、動
かないようにして、よい姿勢で
体をねじっていますか？
視線は手の先に！

全身に力を入れ、一つ一つきび
きび、よく動いていますか？
腕から脚まで力を入れよう！

あごが上がったり、おなかが出
て状態が反り返ったりしていま
せんか？斜め下に曲げた後は、
一度正面を向きゆっくり息を吸
いましょう！

両足をしっかりふんばって、腰
から上で大きな円を描いていま
すか？
ひじを伸ばそう！

リズムに合わせてとんでいます
か？
初めは軽く、開閉とびは大きく
リズムよくとぼう！

ゆったりとおしりが出ないよう
に！

体を横に曲げる運動体を前後に曲げる運動体をねじる運動

腕を上下に伸ばす運動体を斜め下に曲げ胸を
反らす運動体を回す運動

両脚でとぶ運動腕を振って
脚を曲げ伸ばす運動

深呼吸
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８
月
13
日
に
満
百
歳
を
迎
え

ら
れ
た
沼ぬ

本も
と

壽ひ
さ

子こ

さ
ん（
円
城
）

の
祝
賀
会
が
、
同
日
、
円
城
の

ご
自
宅
で
行
わ
れ
、
県
、
町
、

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
記
念
品
、
祝
金
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

沼
本
さ
ん
は
塀
和
村
（
現
＝

美
咲
町
）
の
ご
出
身
で
、
結
婚

後
は
家
事
や
子
育
て
を
し
、
家

族
を
支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
に
や
さ
し
く
「
あ
り
が
と
う
」
な
ど
感
謝
の
言

葉
を
忘
れ
な
い
人
柄
で
、
最
近
は
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と

が
好
き
で
、
祝
賀
会
で
も
家
族
、
親
族
の
方
と
お
話
し
さ
れ

笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ご
本
人
は
長
生
き
の
秘
訣
を
「
食
生
活
に
気
を
つ
け
る
こ

と
と
、
若
い
こ
ろ
か
ら
お
百
姓
に
精
を
出
し
て
い
た
こ
と
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
、
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
平
成
27
年
度
献

血
感
謝
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
、
吉
備
高
原
学
園
高
校
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
長
年
に
渡
り
献
血
運
動
の
推
進
に
積
極
的
に
協

力
し
、
他
の
模
範
と
な
る
団
体
や
個
人
に
岡
山
県
知
事
か
ら

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
に
は
、
学
園
高
校
を
代
表
し
て
嶋し

ま

田だ

悠ゆ

花か

さ
ん
が

出
席
さ
れ
、
感
謝
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
で
は
谷た

に

田だ

三み

典の
り

さ
ん
（
竹
荘
）
が
、
個
人
献

血
に
積
極
的
に
協
力
さ
れ
、
献
血
を
２
０
０
回
以
上
さ
れ
た

功
績
に
対
し
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

吉
備
中
央
町
子
育
て
応
援
サ
イ
ト
「
マ
マ
フ
レ
」
開
設
に

伴
い
、
7
月
15
日
、
北
保
育
園
で
開
設
式
が
開
催
さ
れ
、
町

内
の
子
育
て
を
し
て
い
る
親
子
13
組
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
「
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
簡
単
に
、
分
か
り
や
す
く
」
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

専
用
情
報
サ
イ
ト
を
県
内
で
初
め
て
開
設
し
た
も
の
で
す
。

　

式
で
は
、
山
本
町
長
が
「
こ
の
サ
イ
ト
を
通
し
て
、
お
子

様
を
持
つ
方
々
が
こ
の
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ

う
に
、
ま
た
、
町
外
の
方
々
が
こ
の
町
に
住
み
た
い
と
思
え

る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
、
サ
イ
ト
の
概
要
や
利
用
方
法
の
説
明

で
は
、
参
加
者
が
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
用
い
て

利
用
方
法
な
ど
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
サ
イ
ト
は
吉
備
中
央
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
あ
る
リ
ン
ク
ま
た
は
、
次
の
ア
ド
レ
ス
を

入
力
す
る
こ
と
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

吉
備
中
央
町
子
育
て
応
援
サ
イ
ト
「
マ
マ
フ
レ
」

http://kibichuo-tow
n.m
am
afre.jp

　

７
月
23
日
、
お
か
や
ま
西
川
原
プ
ラ
ザ
（
岡
山
市
）
で
平

成
27
年
度
岡
山
県
備
前
保
健
所
地
域
功
労
者
の
保
健
所
長
表

彰
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
母
子
愛
育
事
業
功
労
と
し
て
日ひ

浦う
ら

英え
い

子こ

さ
ん
（
富
永
）、
大お
お

地ち

あ
や
子こ

さ
ん
（
上
田
西
）
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
多
年
に
わ
た
り
愛
育
委
員
活
動
に
従
事
し
、

組
織
の
普
及
向
上
や
公
衆
衛
生
事
業
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た

方
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

日
浦
さ
ん
は
、
平
成
７
年
に
初
め
て
愛
育
委
員
に
就
任
。

通
算
14
年
以
上
に
わ
た
り
愛
育
委
員
活
動
に
従
事
さ
れ
て
い

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

献
血
で
の
岡
山
県
知
事
感
謝
状
贈
呈

子
育
て
応
援
サ
イ
ト「
マ
マ
フ
レ
」開
設

岡
山
県
備
前
保
健
所
地
域
功
労
者
表
彰

　

７
月
12
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か

よ
う
図
書
館
で
ぬ
い
ぐ
る
み
図

書
館
お
泊
ま
り
会
（
主
催
＝
町

図
書
館
）
が
開
催
さ
れ
、
20
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ぬ
い
ぐ
る
み
が
夜

の
図
書
館
で
ど
ん
な
ふ
う
に
過

ご
し
て
い
る
の
か
想
像
を
膨
ら

ま
せ
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

お
気
に
入
り
の
ぬ
い
ぐ
る
み

と
一
緒
に
図
書
館
へ
来
館
し
た
参
加
者
は
、
司
書
に
よ
る
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
聴
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
子
ど
も

た
ち
が
ぬ
い
ぐ
る
み
を
図
書
館
に
寝
か
せ
て
帰
っ
た
後
、
ぬ

い
ぐ
る
み
が
夜
の
図
書
館
を
探
検
し
た
り
、
本
を
読
ん
で
い

る
様
子
な
ど
を
図
書
館
職
員
が
写
真
に
収
め
ま
し
た
。

　

後
日
、
ぬ
い
ぐ
る
み
を
迎
え
に
来
た
子
ど
も
た
ち
に
夜
の

様
子
を
伝
え
る
写
真
や
本
に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を

手
渡
す
と
、
う
れ
し
そ
う
に
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
15
日
、
賀
陽
庁
舎
で
、
空
き
家
活
用
推
進
員
の
交
付

式
が
行
わ
れ
、
空
き
家
活
用
推
進
員
と
な
っ
た
米よ

ね

田だ

耕お
さ
む

さ
ん

（
吉
川
）
に
任
用
確
認
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
空
き
家
に
関
す
る
相
談
窓
口
な
ど
を
専
門
と
す

る
空
き
家
活
用
推
進
員
を
雇
用
す
る
こ
と
で
、
移
住
者
向
け

の
住
宅
と
し
て
空
き
家
の
現
状
把
握
や
活
用
可
能
な
空
き
家

の
掘
り
起
こ
し
、
所
有
者
と
の
調
整
を
行
う
な
ど
、
空
き
家

バ
ン
ク
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

式
で
は
、
山
本
町
長
が
「
町
内
に
は
有
効
活
用
で
き
て
い

な
い
空
き
家
が
多
い
。
一
軒
で
も
多
く
の
家
を
見
つ
け
て
、

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
に
結
び
付
け
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

米
田
さ
ん
は
「
空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
、
活
用
を
通
し
て

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
貢
献
し
た
い
」
と
抱
負
を

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

空
き
家
活
用
推
進
員
の
任
期
は
、
7
月
15
日
か
ら
来
年
3

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
町
内
各
所
で
空
き
家

の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

ぬ
い
ぐ
る
み
図
書
館
お
泊
ま
り
会

空
き
家
活
用
へ
推
進
員
を
雇
用
し
ま
し
た

ま
す
。ま
た
大
地
さ
ん
は
、

平
成
４
年
に
初
め
て
愛
育

委
員
に
就
任
さ
れ
、
通
算

９
年
以
上
愛
育
委
員
活
動

に
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
二
人
と
も
担
当
地
区

住
民
の
健
康
づ
く
り
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
、「
地
域
の
お
母
さ
ん
」

役
と
し
て
声
か
け
・
見
守

り
を
通
じ
て
地
域
の
子
育

て
支
援
活
動
や
高
齢
者
支

援
な
ど
を
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
多
年
に
わ

た
る
活
動
が
評
価
さ
れ
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

大地あや子さん 日浦英子さん
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８
月
７
日
、
宇
甘
渓
自

然
公
園
広
場
で
夏
休
み
恒

例
の
第
28
回
宇
甘
渓
夏
ま

つ
り
（
主
催
＝
宇
甘
渓
を

き
れ
い
に
す
る
会
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
同
会
の
会

員
と
商
工
会
に
よ
る
焼
き

そ
ば
や
焼
き
鳥
、
ア
ユ
の

塩
焼
き
な
ど
の
模
擬
店
が

並
び
、
子
ど
も
向
け
に

ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
な
ど
も

行
わ
れ
、会
場
は
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
に
よ
り
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
開
始
時
間
が
遅

れ
ま
し
た
が
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
参
加
者
の
熱
気

で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大

会
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

第
28
回
宇
甘
渓
夏
ま
つ
り

　

7
月
29
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
山
本
町
長

と
お
へ
そ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
主
催
＝
吉
備
中
央
町
障
害
者
等

地
域
自
立
支
援
協
議
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
や
町
内
外
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
で
構
成

す
る
同
協
議
会
が
、
町
長
を
交
え
て
、
地
域
に
お
け
る
障
害

福
祉
に
つ
い
て
の
実
態
や
課
題
を
共
有
し
、
今
後
の
福
祉
の

あ
り
方
に
つ
い
て
広
く
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

今
回
初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

会
で
は
、
同
協
議
会
の
渡わ

た

邊な
べ

順じ
ゅ
ん

子こ

副
会
長
が
「
町
・
協
議

会
と
し
て
、
今
回
の
会
を
通
し
て
、
障
害
者
の
方
々
が
、
町

内
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
教
育
保
育
、
就
労
支
援
、
生
活
支
援
、
精
神
保

健
の
4
部
会
か
ら
活
動
内
容
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
報
告
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
懇
談
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
で

抱
え
る
取
り
組
み
や
問
題
点
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
情
報
交

換
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

湯
山
に
あ
る
川
合
神
社

の
献
灯
祭
で
奉
納
さ
れ

る
、「
だ
し
」
を
加
賀
中

学
校
美
術
部
が
制
作
し
ま

し
た
。

　

こ
の
「
だ
し
」
は
、
疾

病
の
退
散
や
五
穀
豊
穣
な

ど
を
祈
願
す
る
た
め
、
わ

ら
で
作
っ
た
人
形
に
紙
の

衣
装
を
着
せ
て
奉
納
す
る

も
の
で
す
。
同
校
美
術
部

は
昨
年
か
ら
参
加
し
て
お

り
、
今
年
は
、
夏
休
み
に
入
っ
た
７
月
23
日
、
24
日
、
27
日

の
３
日
間
で
制
作
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
歌
舞
伎
の
演
目
「
連
獅
子
」
の
狂
言
師
で
あ
る

左
近
、
右
近
の
2
体
を
制
作
。
川
合
神
社
だ
し
保
存
会
の
小お

川が
わ

克か
つ

典の
り

さ
ん
、
大お
お

木ぎ

晴は
る

太た

さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
衣
装
や
顔

な
ど
の
各
部
分
を
部
員
が
力
を
合
わ
せ
て
制
作
し
ま
し
た
。

　

７
月
14
日
、
上
竹
荘
公
民
館
で
、
初
め
て
で
も
わ
か
る
や

さ
し
い
終
活
講
座
（
主
催
＝
同
公
民
館
）
が
開
催
さ
れ
、
地

域
住
民
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
人
生
の
締
め
く
く
り
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る

た
め
、
財
産
や
相
続
な
ど
に
つ
い
て
事
前
に
準
備
を
行
う
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て
い

く
の
か
あ
ら
た
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

講
座
で
は
、
倉
敷
市
を
拠
点
に
活
動
さ
れ
て
い
る
、
相
続

士
の
三み

上か
み

雅ま
さ

也や

さ
ん
が
「
人
生
の
締
め
く
く
り
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
、
誰
に
伝
え
て
い
く
か
考

え
る
こ
と
が
終
活
の
第
一
歩
で
す
」
と
実
例
を
交
え
な
が
ら

財
産
や
相
続
、
遺
言
書
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
参
加
者
は

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、
真
剣
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
保
健
師
に
よ
る
夏
バ
テ
予
防
、
熱
中
症
予
防
の

講
座
も
開
催
。
原
因
や
症
状
、
食
生
活
の
注
意
点
な
ど
の
説

明
が
行
わ
れ
た
後
、
簡
単
な
運
動
も
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員

で
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
30
日
、
賀
陽
庁
舎
で
、
災

害
発
生
時
に
お
け
る
相
互
協
力
に

関
す
る
協
定
の
締
結
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
内
で
発
生
し
た
地

震
や
台
風
な
ど
の
災
害
発
生
時
に

お
い
て
、
吉
備
中
央
町
と
町
内
郵

便
局
が
相
互
に
協
力
し
、
必
要
な

対
応
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
締
結

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

式
で
は
、
山
本
町
長
が
「
災
害
時
は
、
安
否
確
認
と
情
報

伝
達
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
配
達
な
ど
に

よ
り
地
域
の
実
情
を
把
握
さ
れ
て
い
る
郵
便
局
と
今
回
協
定

を
締
結
す
る
こ
と
で
、
も
し
も
の
と
き
に
、
よ
り
迅
速
に
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
災
害
救
助
法
適
用
時
に
お
け
る
郵
便
業
務
に
関

す
る
援
護
対
策
や
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
広
報

活
動
、
避
難
所
に
お
け
る
郵
便
差
出
箱
の
設
置
な
ど
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

８
月
９
日
、
か
よ
う
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
球
場
に
お
い

て
、第
４
回
吉
備
中
央
町
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
主

催
＝
町
体
育
協
会
）
が
行
わ
れ
、
約
50
名
の
選
手
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

突
然
の
雷
雨
に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
午
後

５
時
に
は
雨
が
上
が
り
、
午
後
９
時
ま
で
２
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
３
時
間
30
分
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
選
手
た
ち
は
、
珍
プ
レ
ー
や
好
プ
レ
ー
に
歓
声

を
あ
げ
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
試
合
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

な
お
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

山
本
町
長
と
お
へ
そ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

伝
統
の
だ
し
を
制
作

初
め
て
で
も
わ
か
る
や
さ
し
い
終
活
講
座

災
害
発
生
時
協
力
協
定
締
結
式

第
４
回
吉
備
中
央
町
マ
ラ
ソ
ン

�

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

チーム名 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ７回 ８回 ９回
ブルーベリー 3 2 4 2 5 6 6 0 4
ピオーネ 1 0 2 0 0 0 0 0 0

10回 11回 12回 13回 14回 15回 16回 17回 合計
0 5 8 1 1 2 1 1 51
0 0 5 5 1 2 4 3 23
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消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
を
! !
（
当
日
相
談
可
）

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・�

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

10
月
の
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 平成27年10月22日（木）
午前９時～正午

会場 下竹荘公民館 加茂川総合
福祉センター

相談
内容

行政相談
人権相談
福祉相談

行政相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
27
年
10
月
15
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

賀
陽
庁
舎
相
談
室

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

消
費
生
活
相
談
会

へ
そ
っ
ぴ
ー
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

日
　
　
時

会
　
　
場

平
成
27
年
10
月
６
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

平
成
27
年
10
月
20
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

心
の
健
康
相
談
会

　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

ご
注
意
く
だ
さ
い

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

で
の
火
災
・
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

�

申
請
期
間
は
、10
月
１
日
㈭
ま
で
で
す
!!

　

町
で
は
、
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
を
ご
み
出
し
す
る
際
に
は
、
火
災
や
爆
発

の
原
因
と
な
ら
な
い
よ
う
必
ず
缶
に
穴
を
開

け
て
か
ら
カ
ン
類
と
し
て
ご
み
出
し
す
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
※
塗
料
の
ス
プ

レ
ー
缶
も
カ
ン
類
で
ご
み
出
し
で
き
ま
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
等
に
穴
を
開
け
る
際
に
は
、

火
気
の
な
い
通
気
性
の
良
い
屋
外
で
缶
内
の

残
存
ガ
ス
が
な
く
な
る
ま
で
中
身
を
出
し

切
っ
て
、
最
後
に
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
缶
に

穴
を
開
け
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

生
活
環
境
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

固
定
資
産
税
に
係
る

�

新
築
・
増
築
家
屋
の
評
価
と

�

滅
失
家
屋
の
届
出
に
つ
い
て

　

連
絡
・
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
の
状
況

に
よ
り
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
中
（
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）

に
家
屋
を
新
築
・
増
築
又
は
滅
失
さ
れ
た
場

合
（
ま
た
は
さ
れ
る
場
合
）
は
、
次
に
よ
り

連
絡
ま
た
は
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
場
合

　

住
宅
、
部
屋
、
倉
庫
、
車
庫
、
納
屋
、
店

舗
、
事
務
所
、
作
業
場
、
工
場
な
ど
の
家
屋

を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
場
合
は
、
課
税
の

基
礎
と
な
る
評
価
額
の
算
出
に
必
要
な
家
屋

評
価
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

完
成
後
早
め
に
税
務
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
日
程
を
相
談
の
上
、
評
価
に
お
伺

い
し
ま
す
。

◆
家
屋
を
滅
失
し
た
場
合

　

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
滅
失
（
取
り

壊
し
等
）
し
た
場
合
は
、「
固
定
資
産
家
屋

滅
失
届
」
を
12
月
末
日
ま
で
に
税
務
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
既
に
法
務
局
で

建
物
滅
失
登
記
ま
た
は
建
物
表
示
変
更
登
記

を
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
届
け
出
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
教
室
に
参
加
し
よ
う
！

※�

い
ず
れ
の
教
室
も
電
話
等
で
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
講
話
や
運
動

実
技
、
調
理
実
習
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
27
年
10
月
８
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

【
会
場
】
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
心
の
健
康
に
つ
い
て
・
調
理
実
習

【
対
象
】�

町
内
在
住
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
参
加
費
】
調
理
実
習
代
１
０
０
円

　

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
等
を
踏

ま
え
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
臨
時
的
な
給

付
措
置
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

【
申
請
期
間
】

　

平
成
27
年
10
月
１
日
㈭
ま
で

※
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

【
支
給
対
象
者
】

　

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当
の
支
給
を

受
け
る
方
が
対
象
で
す
。

※�

平
成
27
年
６
月
分
の
特
例
給
付
の
支
給
を

受
け
る
方
は
支
給
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※�

特
例
給
付
の
支
給
を
受
け
る
方
と
は
、
平

成
26
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限

限
度
額
以
上
で
あ
る
方
（
児
童
一
人
当
た

り
月
額
一
律
５
，０
０
０
円
が
支
給
さ
れ

る
方
）
を
い
い
ま
す
。

【
支
給
額
】

　

対
象
児
童
一
人
に
つ
き
３
，０
０
０
円
。

※�

対
象
の
方
に
は
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。

　

申
請
書
が
な
い
場
合
は
、
印
鑑
を
お
持
ち

の
上
、
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

公
務
員
の
方
は
、
職
場
で
証
明
を
受
け
申

請
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

子
育
て
推
進
課　

子
育
て
推
進
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
８

　

人
と
の
つ
き
あ
い
が
上
手
く
い
か
な
い
。

よ
く
眠
れ
な
い
。
家
に
閉
じ
こ
も
る
日
々
が

続
い
て
い
る
。
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
た

な
ど
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
専
門
医
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

家
族
や
お
世
話
を
し
て
い
る
人
か
ら
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
27
年
10
月
２
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

【
会
場
】
か
も
が
わ
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
保
健
課�

地
域
保
健
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

【
講
師
】�

医
師
‥
内な
い

藤と
う

充み
つ

子こ

先
生

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
保
健
課　

地
域
保
健
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

◎
糖
尿
病
予
防
教
室

　

糖
尿
病
に
関
心
が
あ
る
方
や
糖
尿
病
予
備

軍
の
方
に
向
け
た
講
話
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
27
年
10
月
29
日
㈭

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

【
会
場
】
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
の
講
話

　
　
　
　

調
理
実
習

【
対
象
】
町
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
調
理
実
習
代
２
０
０
円

【
講
師
】
糖
尿
病
看
護
認
定
看
護
師

　
　
　
　

大お
お

橋は
し

睦む
つ

子こ

さ
ん（
岡
山
大
学
病
院
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
保
健
課　

地
域
保
健
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

◎
高
血
圧
予
防
教
室

　

高
血
圧
症
に
関
心
が
あ
る
方
や
高
血
圧
症

予
備
軍
の
方
に
向
け
た
講
話
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
27
年
10
月
23
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

【
会
場
】
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
高
血
圧
症
の
基
礎
知
識

　
　
　
　

調
理
実
習

【
対
象
】
町
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
調
理
実
習
代
２
０
０
円

【
講
師
】
医
師
‥
守も

り

本も
と

研け
ん

二じ

先
生

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
保
健
課　

地
域
保
健
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

※�
家
屋
の
新
築
・
増
築
ま
た
は
滅
失
に
つ
い

て

　

す
で
に
住
民
会
班
長
さ
ん
ま
た
は
行
政
区

長
さ
ん
を
通
し
て
連
絡
を
い
た
だ
い
て
い
る

場
合
は
、
改
め
て
連
絡
を
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

土
地
の
固
定
資

産
税
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て

登
記
簿
に
記
載
さ

れ
て
い
る
地
目
、

地
積
に
よ
り
評
価

額
を
算
定
し
課
税

さ
れ
ま
す
が
、
現

況
地
目
が
登
記
地

目
と
異
な
り
、
容

易
に
復
元
し
得
な
い
状
態
と
な
っ
た
場
合

は
、
課
税
地
目
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
該
当
す
る
土
地
が
あ
る
場
合
は
「
固
定

資
産
現
況
地
目
変
更
申
請
書
」
を
12
月
末
日

ま
で
に
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

後
日
現
地
調
査
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
該
当
す
る
場
合
は
課
税
地
目
を
変
更
い

た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

税
務
課　

課
税
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
５

土
地
の
現
況
地
目
が
変
わ
っ
た

場
合
に
つ
い
て
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町内の医療機関を紹介します⑦ 吉備高原ルミエール病院

住　　所●吉備中央町宮地3336-15
電話番号●0866－55－5331
診 療 日●�【内科等】
　　　　　火水木金 9：30～12：00
　　　　　　　　　15：30～17：00
　　　　　月土　　 9：30～12：00
　　　　　【歯科】
　　　　　月水金　 9：00～12：00
　　　　　　　　　13：00～17：00
　　　　　※日曜、祝祭日は休診です

概　要
　昭和55年に吉備高原ルミエール病院を開設。平成９
年に老人保健施設ルミエール開設。平成22年には老人
保健施設吉備高原ルミエールを開設し、地域医療・保健・
福祉への貢献を目指しています。また、住民の方が健
康な日常生活を送るお役にたてればと、特定健康診査
や各種検診、予防接種事業も実施しています。
※�最近身体の調子が悪いなと感じられた方はお気軽に
ご連絡ください。医療スタッフがご相談をお受けい
たします。

　当院は高血圧や糖尿病、高脂血症、さらに心不全などの慢
性的な病気を中心に診療しております。老健施設もあり、デ
イケア、ショートステイな
どを行っています。また、
歯科も併設しており、岡山
大学歯学部の医師が治療に
あたっています。
　高度な医療はできません
が、日常的な病気の診療で、
少しでも皆様のお役に立て
ればと日々励んでおります。
「ルミエール」とは「光」
という意味のフランス語で
すが、皆様の光（ルミエール）
になれれば幸いです。

加藤忠彦医師からひとこと

後列左から土井医療秘書、加戸歯科
医師、武田歯科医師、梶田医師
前列左から石川看護師、小橋放射線
技師、加藤医師

国勢調査にご協力をお願いします
●�国勢調査は，住民票などの届出に関係なく、平成27年10月１日現在、日本にふだん住んでいる
人すべてを、その人がふだん住んでいる場所で、世帯ごとに調査します。外国人も調査の対象と
なります。

●�平成27年国勢調査は，少子高齢化社会における日本の未来を描く上で欠くことのできないデー
タを得るために実施するものです。
　�調査結果は、さまざまな法令にその利用が定められているほか、社会福祉、雇用政策、生活環境
の整備、防災対策など、私たちの暮らしのために役立てられます。

●�調査員が世帯を訪問して調査票を配布しています。調査票には、あなたの世帯の世帯員をもれな
く記入してください。

※万一、調査票が届いていない場合は下記までお問い合わせください。

【お問い合わせ先】企画課　総合政策班　☎０８６６－５４－１３１４

総務省・岡山県・吉備中央町

インフルエンザ予防接種助成事業が
始まります（65歳以上の方等が対象）

　10月１日から、インフルエンザ予防接種助成事業を、下記のとおり行います。

　接種期間　　平成27年10月１日（木）～平成28年１月31日（日）
　　　　　　　　※�ワクチンが十分な効果を維持する期間は接種後約２週間後から約５ヵ月間とされています。
　対 象 者
　　�　吉備中央町に住民票があり、接種日に満65歳以上の方と、満60歳以上65歳未満の方で、心
臓、じん臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害を有
する方、及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障
害を有する方（概ね身体障害者手帳１級をお持ちの方）が対象です。

　自己負担金　　
　　対象者で生活保護世帯の方　　無　料（助成券を事前に配布）
　　対象者で上記以外の方　　　　１，６００円
　　※�今年度からインフルエンザワクチンが改良され、より幅広いウイルスから予防出来るようになりました。

それに伴い、自己負担金額が上がっています。

　接種場所
　　�　吉備中央町と委託契約を結んだ町内の医療機関及び県内医療機関（相互乗り入れ参加医療機
関のみ）

　町内の一般来院受入医療機関　　　　　� 別表１　（あいうえお順）　Ｈ27.9月現在
医療機関名 所　在　地 電話番号

加茂川診療所 吉備中央町下加茂1103－8 0867－34－1661
賀陽クリニック 吉備中央町湯山1003－1 0866－54－1519
木戸医院 吉備中央町上竹584－3 0866－54－1221
吉備高原ルミエール病院 吉備中央町宮地3336－15 0866－55－5331
吉備中央町新山診療所 吉備中央町尾原508 0867－35－9977
塚本内科医院 吉備中央町円城855 0867－34－0037
ももたろう吉備高原クリニック 吉備中央町吉川7531 0866－56－6311

　手続き、持参品
　　接種を希望される方は医療機関に予約をして、接種を受けてください。
　　予診票は、各医療機関に置いています。
　　住所、年齢の確認のできる医療保険被保険者証等をご持参ください。

　ワクチン接種に当たって効果とリスクについて
　　�　ワクチン接種は多くの方々に重症化予防というメリットをもたらしますが、接種後、はれ、
熱などの症状が出るケースや、まれではありますが、重篤な症状を引き起こす可能性もありま
す。この点をご理解いただいた上で、個人の判断により接種を受けてください。

　　※�今年度は、64歳以下の方への助成は行っておりませんが、インフルエンザへの予防対策と
まん延防止の観点から64歳以下の方も予防接種を受けることをお勧めいたします。
【お問い合わせ先】　保健課　地域保健班　☎０８６６－５４－１３２６
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＊10月の課題は「料理」、11月の課題は「新聞」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。
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合福祉センター）へ５首までを持
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公民館コーナー 今月の公民館主催行事をお知らせいたします。
※詳しくは各公民館へお問い合わせください。

開催期日 公民館 行　事　名 内　　　　　容
10月１日（木） 御北 癒しのタイ式ヨガ 午前10時～　200円　定員15名先着順
10月３・４日（土・日） 豊野 秋の草木展 午前８時30分～午後５時（４日は午後５時）
10月９日（金） 御北 懐かしの童謡 午前10時～　500円��会場：豊岡��当日参加も大丈夫
10月９日（金） 大和 ウォーキング教室 午後７時～　500円　10/30・11/6・11/20開催
10月14日（水） 豊野 笑い文字教室 午前９時～　4,700円
10月19日（月） 吉川 ♪にこにこ♪ちぎり絵教室 午前９時～　実費　申込10/8まで
10月21日（水） 下竹荘 杉玉作り教室 午前９時～　500円　定員10名先着順
10月24日（土） 津賀 フラワーアレンジメント教室 午後１時30分～　2,000円　申込10/14まで
10月25日（日） 大和 大和地区文化祭 午前９時～　展示、ステージ発表、バザー、喫茶
10月25日（日） 納地 納地地区球技大会 午前９時～　納地公民館講堂・運動場
10月28日（水） 吉川 ♪なかよしクッキング♪ 午前10時～　700円　申込10/19まで
11月１日（日） 豊野 豊野ふれあい文化祭 午前９時～　ステージ発表、バザー他
11月１日（日） 上竹荘 上竹ふれあい文化まつり 午前10時～　ふれあい市、ステージ発表
11月１日（日） 吉川 第34回吉川地区文化祭 午前８時～　作品展示、演芸発表
11月１日（日） 下竹荘 下竹地区文化祭 午前８時30分～　作品展示、バザー他
11月２・３日（月・火） 津賀・円城・御北 かもがわ公民館まつり 午前９時～　展示・舞台発表、バザー　会場：長田
11月８日（日） 納地 納地地区文化祭 午前９時～　作品展示・ステージ発表

※詳しくは各公民館へお問い合わせください。
　津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1555　　御北公民館　☎0867－35－0550
　上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194
　下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974

　皆さんこんにちは！
　先日、私たちは「KIBICHUO MARCHE ／吉備中央マルシェ」を開催いたしました！ マルシェ
はフランス語で「市」という意味。吉備中央町の手づくりのものがつくり手と集まり、みんなが
ワイワイとお話をしながら集まって楽しめる場所を目指して行いました。
　
　マルシェの運営経験のない私たちにとって、初めての試みであるこの企画。多くの方にアド
バイスやご協力をいただきながら準備を進めていき、当日の出店者数は27店舗、来場者数は約
500名となりました。それぞれお買い物を楽しんだり、つくり手の方とお話したり、出店者さん
同士情報交換なさっていたり…。夏の日差しが照りつける暑い日でしたが、皆さんの笑顔をたく
さん見ることができ、私たちも笑顔になりました。町内の方と一緒に事業を行えたこと、とても
嬉しく感じています。本当にありがとうございました。

　このマルシェは一度で終わりにするのではなく、継続的に行っていきたいと考えています。現
在、次回の開催に向けて、企画を協議中。詳細が決まりましたら、あらためてお知らせさせてい
ただきますので、どうぞよろしくお願いいたします！

【お問い合わせ先】　地域おこし協力隊　西村　翠・井上ゆき美　☎0866－54－1325 　

写真：マルシェの様子。本当に暑い中、たくさんの方にご来場いただきました！ありがとうございます！
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -1124

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

10月号

出会いの
月号

扉
2015年 10月の休館日

9/29～10/7は、特別整理のための休館

～７日　12日
18日　19日
26日　

第 6 回 10月17日（土）午後２時～３時
かもがわ図書館

いわむらかずお「14ひきのシリーズ」で、
さがし絵ゲーム＆14ひきといっしょに秋の
味覚を楽しもう

申し込み必要！
しめ切り10月10日（土）

へそっぴーポイント
対象事業

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

どうだ！まいったか 田島征三／大日本図書 か

はまべにはいしがいっぱい レオ・レオニ／好学社 か

かぶと四十郎�お昼の決闘の巻 宮西達也／教育画劇 ロ

ぼくのたからもの 鈴木まもる／アリス館 ロ

児　

童　

書

モンスター・ホテルでおひさしぶり 柏葉幸子／小峰書店 か

ダッシュ！ 村上しいこ／講談社 か

理系アナ桝太一の生物部な毎日 桝太一／岩波書店 ロ

泥だらけのカルテ 柳原三佳／講談社 ロ

一
般
実
用
書

WORLD�JOURNEY 高橋歩／A-Works か

有機野菜ビックリ教室 東山広幸／農山漁村文化協会 か

体脂肪が落ちるトレーニング 石井直方ほか／高橋書店 ロ

コウケンテツのおやつめし コウケンテツ／クレヨンハウス ロ

一
般
読
み
物

太宰治の辞書 北村薫／新潮社 か

蔦屋 谷津矢車／学研パブリッシング か

幽霊塔 江戸川乱歩／岩波書店 ロ

本好きの下剋上�１・２ 香月美夜／TOブックス ロ

児童書 一般書『泥だらけのカルテ』 『WORLD JOURNEY』

　震災の被害を大きく受けた釜石市・
鵜住居地区で、歯科医として身元不明
の遺体の照合にあたる佐々木さん。歯
の情報は身元をつきとめる最後の手
がかり。いまだ 2,500 人の不明者がい
るなか、「最後のひとりまで身元をつ
きとめ、必ず家族のもとへ帰す」と誓�
う。

　世界一周なんて夢のまた夢…と
思っているあなた！　体験談や、か
かる費用、持ち物、プランの立て方
など、気になる疑問が解決できて夢
に一歩近づけるかも？　世界各地の
絶景写真も満載なので、「誌上世界
一周」がしたい方にもおすすめ。

★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
 　　　　　　　　　　　　  　午前10時30分～10時50分

　　　 8日（木）かもがわ図書館
　　　22日（木）ロマン高原かよう図書館

この本がよかった！
図書館利用者さんの好きな本　紹介コーナー

『女生徒』
太宰　治／著

日本図書センター

①�この本を手に取ったきっかけは？
　太宰治生誕100年の時、ドラ
マ化されたのを見て、原作を読
んでみたくなった。
②�本について教えてください！
　主人公の女学生から見た、何
気ない日常の風景や母親の姿、
他人の観察が、独白の形で書い
てあります。表現がきれいで、
昭和初期の小説なのに、同年代
として共感しながら読みまし
た。太宰の作品では、キリスト
とユダをテーマにした『駆け込
み訴え』も印象的でした。

10代女性
Ｙさん発信！

体験！
ブッククラブ 毎月第３土曜日

（ロマン図書館にあり）

持ってくるもの
参加料100円

10/27 ～ 11/9は
2015読書週間 !!

標語
「いつだって、読書日和」

　読書週間は、読書の楽しさを伝え、すべての世代の人たちに、本
に親しむきっかけをつくっていただくためにあります。
　特に青少年については・・
映像や電子メディアの発達で、ますます「読書」の時間はせばめら
れています。しかし、どんなメディアの時代でも、それを動かす主
役が人間である以上、活字文化はすべてのメディアの基礎です。
　幼少期から青年期においての“本とのつきあい”が、そ
の人の生き方の可能性をひろげてくれます。

＊読書週間行事の詳細は、10月号同封のチラシをごらんください。
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ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
、

「
そ
こ
の
病
室
の
中
に
赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
い
る�

よ
。」

と
言
い
ま
し
た
。

　

中
に
入
っ
て
み
る
と
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
が
い
ま

し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
を
さ
わ
っ
て
み
る
と
、
と
て
も
や
わ
ら

か
か
っ
た
で
す
。
け
れ
ど
、
も
う
時
間
に
な
っ
た
の
で
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
帰
り
ま
し

た
。
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
の
も
う
れ
し
い
し
、
ダ
ブ
ル

た
ん
生
日
な
の
で
、
う
れ
し
さ
が
二
倍
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
月
三
十
一
日
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
が
家
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
ぼ
く
達
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き
は
、

ま
だ
赤
ち
ゃ
ん
は
ね
て
い
ま
し
た
。
思
っ
て
い
た
よ
り
小

さ
か
っ
た
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
は
、
ぼ
く
と
妹
で
決

め
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
に
、

「
身
長
は
何
セ
ン
チ
、
体
重
は
何
キ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
。」

と
聞
い
た
ら
、
お
母
さ
ん
が
、

「
身
長
は
四
十
六
セ
ン
チ
で
、
体
重
は
二
千
五
百
グ
ラ
ム

だ
よ
。」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
ぼ
く
は
、

「
赤
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
小
さ
い
ん
だ
な
。」
と
あ
ら
た
め
て

思
い
ま
し
た
。

　

後
日
、
ぼ
く
は
、
ま
た
質
問
を
し
ま
し
た
。　

「
今
の
身
長
と
体
重
は
そ
れ
く
ら
い
な
の
。」

す
る
と
、
お
母
さ
ん
は
、

「
身
長
も
体
重
も
、
一
・
五
倍
く
ら
い
に
な
っ
た
よ
。」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、

「
生
ま
れ
た
と
き
よ
り
も
、
大
き
く
な
っ
た
ん
だ
な
。」

と
思
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は
、

「
赤
ち
ゃ
ん
の
大
変
な
時
期
も
、
今
だ
け
だ
か
ら
ね
。」

と
よ
く
言
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
合
い
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
く
と
、

ぼ
く
が
す
ぐ
に
行
っ
て
だ
い
て
あ
げ
た
り
、
ガ
ラ
ガ
ラ
を

鳴
ら
し
た
り
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
あ
や
し
て
あ
げ
た
り
す
る

こ
と
で
す
。

　

あ
や
し
て
も
泣
き
や
ま
な
か
っ
た
り
、
大
変
な
時
も
あ

る
け
ど
、
ぼ
く
は
、
三
人
き
ょ
う
だ
い
に
な
れ
て
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
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相　

談

家
族
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
え
せ
同
和
行
為
」を

�

排
除
し
ま
し
ょ
う

　

県
で
は
、
福
祉
・
介
護
の
仕
事
に
関
心
が

あ
る
方
に
、
実
際
の
職
場
の
雰
囲
気
や
サ
ー

ビ
ス
内
容
を
直
接
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

「
福
祉
・
介
護
の
職
場
体
験
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

体
験
期
間
は
３
日
以
上
10
日
以
内
の
間
で

各
施
設
が
定
め
る
期
間
と
な
っ
て
お
り
、
福

祉
・
介
護
の
仕
事
に
関
心
が
あ
る
方
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

職
場
体
験
が
で
き
る
施
設
名
や
連
絡
先
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
つ
い
て
は
、
岡
山

県
保
健
福
祉
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内「
福
祉
・

介
護
の
職
場
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
体
験
を
希
望
す

る
施
設
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
岡
山
県　

保
健
福
祉
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
１
７

お知らせ
INFORMATION～～
町以外からのお知らせ

　

県
下
に
３
校
あ
る
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
高
等
学
校
を
来
年
３
月
に
卒
業
予
定
の

方
を
対
象
に
、��

平
成
28
年
度
４
月
入
校
生

を
募
集
し
ま
す
。

　

高
等
技
術
専
門
校
は
、
こ
れ
か
ら
就
職
し

よ
う
と
す
る
方
、
仕
事
を
変
わ
ろ
う
と
す
る

方
な
ど
が
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
確
か

な
知
識
や
技
能
を
習
得
す
る
た
め
の
県
立
の

職
業
能
力
開
発
施
設
で
す
。
職
業
に
必
要
な

専
門
的
知
識
と
技
能
を
効
果
的
に
身
に
つ
け

る
た
め
の
実
践
的
な
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、�

訓
練
科
に
よ
っ
て
様
々
な
資
格
や
受
験
資
格

が
習
得
で
き
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ

ひ
一
度
、
専
門
校
を
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

【
募
集
訓
練
科
名
】

南
部
校
…�

精
密
機
械
科
、環
境
設
備
工
学
科
、

溶
接
科
、総
合
左
官
科
、塗
装
科
、

造
園
施
工
管
理
科

北
部
校
…�

電
気
設
備
科
、
木
造
建
築
科
、
木

工
科

美
作
校
…�

自
動
車
工
学
科
、
自
動
車
車
体
整

備
科

【
受
付
期
間
】

　

平
成
27
年
10
月
23
日
㈮
ま
で

【
選
考
日
】
平
成
27
年
11
月
６
日
㈮

【
合
格
発
表
日
】
平
成
27
年
11
月
13
日
㈮

【�

お
申
し
込
み
先
】

　

�

希
望
す
る
訓
練
科
の
あ
る
高
等
技
術
専
門

校

　

家
族
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
東
日
本
大
震

災
の
身
元
確
認
作
業
を
教
訓
に
、
歯
の
情
報

を
記
録
し
デ
ー
タ
バ
ン
ク
へ
登
録
す
る
こ
と

を
目
的
に
（
一
社
）
岡
山
県
歯
科
医
師
会
が

立
ち
上
げ
た
も
の
で
す
。

　

吉
備
中
央
町
は
災
害
が
少
な
く
非
常
に
住

み
や
す
い
ま
ち
で
す
が
、
自
然
災
害
は
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
予
測
し
が
た
い

大
規
模
自
然
災
害
等
に
迅
速
で
的
確
な
身
元

確
認
作
業
に
は
有
効
な
手
段
で
す
。

　

デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
登
録
は
岡
山
県
医
師
会

に
所
属
の
歯
科
医
院
で
で
き
ま
す
の
で
、
お

近
く
の
歯
科
医
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

一
般
社
団
法
人　

岡
山
県
歯
科
医
師
会

�

☎
０
８
６

－

２
２
４

－

１
２
５
５

　

同
和
問
題
を
口
実
に
し
て
、
高
額
な
書
籍

な
ど
の
購
入
を
強
要
し
た
り
、
不
当
に
金
銭

な
ど
を
要
求
す
る
「
え
せ
同
和
行
為
」
は
、

人
々
に
同
和
問
題
に
対
す
る
誤
っ
た
意
識
を

植
え
付
け
、
そ
の
解
決
を
阻
害
す
る
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
責
任
と
勇
気
を
持
っ

て
、「
え
せ
同
和
行
為
」
を
断
固
と
し
て
拒

否
し
、
そ
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

人
権
施
策
推
進
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
４
０
６

平
成
28
年
度
県
立
高
等
技
術
専

門
校
入
校
生
募
集
！（
Ａ
日
程
）

お
知
ら
せ

「
福
祉
・
介
護
職
場
体
験
事
業

参
加
者
募
集
」に
つ
い
て

募　

集

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

南
部
高
等
技
術
専
門
校

�

☎
０
８
６

－

４
２
４

－

３
３
１
１

　

北
部
高
等
技
術
専
門
校

�

☎
０
８
６
８

－

２
６

－

１
１
２
５

　

北
部
高
等
技
術
専
門
校
美
作
校

�

☎
０
８
６
８

－

７
２

－

０
４
５
３

　

岡
山
県　

労
働
雇
用
政
策
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
８
７

毒
キ
ノ
コ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

毎
年
９
～
10
月
は
、
毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食

中
毒
が
全
国
各
地
で
多
発
し
て
お
り
、特
に
、

シ
イ
タ
ケ
や
ヒ
ラ
タ
ケ
と
間
違
い
や
す
い
ツ

キ
ヨ
タ
ケ
に
よ
る
食
中
毒
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
野
山
で
キ

ノ
コ
狩
り
を
楽
し
む
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。

　

キ
ノ
コ
の
中
に
は
、
死
に
至
る
ほ
ど
の
強

い
毒
を
持
つ
種
類
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で

す
。

　
「
縦
に
裂
け
る
キ
ノ
コ
や
虫
食
い
の
あ
る

キ
ノ
コ
は
食
べ
ら
れ
る
」
な
ど
の
言
い
伝
え

は
間
違
っ
て
い
る
の
で
、
信
じ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
同
じ
種
類
の
キ
ノ
コ
で
も
、
気
温
や

天
候
な
ど
に
よ
っ
て
見
た
目
が
異
な
り
、
慣

れ
て
い
る
人
で
も
食
べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ
を
見

分
け
る
の
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
で
す
。
図

鑑
な
ど
を
参
考
に
し
た
素
人
判
断
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

　

種
類
が
分
か
ら
な
い
キ
ノ
コ
は
、
絶
対
に

「
採
ら
な
い
」「
食
べ
な
い
」「
人
に
あ
げ
な

い
」
の
３
つ
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ス

ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
は
古
く
か
ら
食
用
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
急
性
脳
症
の
よ
う
な
症
状
を
疑

う
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
食
べ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

生
活
衛
生
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
３
８

　

今
年
７
月
末
現
在
の
交
通
事
故
死
者
46
人

の
う
ち
高
齢
者
の
方
は
27
人
で
、
全
体
の
約

６
割
を
占
め
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
高
齢
者

の
方
が
関
係
す
る
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
が
交
通
事
故
の
加
害
者
に
も

被
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
、
下
記
の
点
に

特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

《
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ
》

○�

体
調
が
悪
い
時
に
は
、
運
転
を
控
え
ま

し
ょ
う
。

○�

運
転
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
は
、
運
転

免
許
証
を
返
納
し
、「
お
か
や
ま
愛
カ
ー

ド
」
の
取
得
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

《
自
転
車
利
用
者
の
方
へ
》

○�

自
分
の
体
に
合
っ
た
自
転
車
に
乗
り
ま

し
ょ
う
。

○�

見
通
し
の
悪
い
交
差
点
や
一
時
停
止
場
所

で
は
必
ず
止
ま
り
、
確
実
に
安
全
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

《
歩
行
者
の
方
へ
》

○�

道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
車
が
来
て
い
な

い
こ
と
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
渡
り
、
特
に

左
側
か
ら
来
る
車
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○�

夜
間
な
ど
に
外
出
す
る
と
き
は
、
明
る
い

色
の
服
装
で
、
夜
光
反
射
材
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

イ
ト
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県　

警
察
本
部
交
通
企
画
課

�

☎
０
８
６

－

２
３
４

－

０
１
１
０

法
務
局
休
日
相
談
所
開
設

　

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
秘
密
厳
守
、
相
談
は
無
料
で
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
開
設
日
時
】

　

平
成
27
年
10
月
４
日
㈰　

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

【
会　

場
】　

　

岡
山
市
北
区
南
方
一
丁
目
３
番
58
号

　

岡
山
地
方
法
務
局
本
局

【
相
談
内
容
】

　

土
地
・
建
物
・
会
社
・
法
人
な
ど
の
登
記

手
続
、
土
地
の
境
界
問
題
、
遺
言
・
相
続
に

関
す
る
も
の
、
戸
籍
に
関
す
る
も
の
、
い
じ

め
・
Ｄ
Ｖ
・
差
別
・
虐
待
等
の
人
権
問
題
に

関
す
る
も
の
。

【
相
談
担
当
者
】

　

法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調

査
士
及
び
人
権
擁
護
委
員　

本
局
の
み
公
証

人
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
予
約
受
付
期
間
】

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

※
土
日
、
祝
日
を
除
く

　

※�

９
月
30
日
㈬
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
地
方
法
務
局　

総
務
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
４

－

５
６
５
６

　

岡
山
県
で
は
、
母
子
家
庭
の
方
、
父
子
家

庭
の
方
、
寡
婦
の
方
な
ど
就
職
や
生
活
に
関

す
る
相
談
を
お
受
け
す
る
「
岡
山
県
ひ
と
り

親
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
悩
み
や
困
り
ご

と
を
、
相
談
員
が
一
緒
に
考
え
、
力
に
な
れ

る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
就
職
に
必
要
な
技
術
や
資
格
取
得

に
関
す
る
情
報
及
び
求
人
情
報
な
ど
を
提
供

し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し
て
一
人

一
人
の
適
性
に
応
じ
た
就
職
に
つ
な
が
る
よ

う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
就
職
後
の
相
談
に

も
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
は
無
料
で
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
つ
い
て
は
固
く
お
守
り
し
ま
す
の
で

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
開
設
日
時
】

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

【
会　

場
】

　

岡
山
市
北
区
石
関
町
２

－

１

　

岡
山
県
総
合
福
祉
会
館
５
階

※�

来
所
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
電
話
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
８
６

－

２
２
２

－

２
９
３
３

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
職
や
生
活
に

関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
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ツーソン・レパートリー・オーケストラ招聘音楽祭通信 Vol.4

しょうへい

【お問い合わせ先】　協働推進課　地域振興班　☎０８６６－５４－１３０１

もうすぐツーソン・レパートリー・オーケストラ（ＴＲＯ）に会える！
　指揮者の田

た

川
がわ

　徹
とおる

さんは、「このオーケストラは私の夢です。そして、この
たびの演奏会は、TRO日本ツアー第１回目。吉備中央町の方とふれあえるこ
とを楽しみにしています」とおっしゃっています。
　町民の皆さま、TROを温かくお迎えするため、お誘いあわせてお出かけく
ださい。

加賀中学校男子��画

♪こどもから大人まで楽しめる演奏会は10月17日（土）開催♪
入場無料（入場整理券配布中）

※広報きびちゅうおう９月号と併せて、各戸にチラシを配布していますので、そちらもご覧ください。

日にち 時間・内容 場　　所

10月16日（金）

10：00　山本町長を表敬訪問
11：00　加賀中学校訪問
　　　　学校給食体験
　　　　スクールコンサート
　　　　吹奏楽部指導
18：30　ウエルカムパーティ
その後、町民宅へホームステイ

賀陽庁舎
加賀中学校

吉備高原リゾートホテル

10月17日（土）
14：00　演奏会開演（13：00開場）
16：00　終演
その後、町民宅で宿泊

ロマン高原かよう総合会館

10月18日（日） 午前中　加茂大祭見学　　午後　離岡 総社宮（加茂市場）

TROの来町スケジュール

加賀中学校でも歓迎ムードが盛り上がっています !!
　８月３日、４日、加賀中学校吹奏楽部が演奏会を PRするた
めの新聞づくりを行いました。
　吹奏楽部部員一人一人の手書きによるこの新聞には、今回の
演奏会に至るまでの経緯や、クラシック演奏会になじみが少な
い方に向けて、楽器や演奏曲の紹介、演奏中のマナーについて
も書かれています。
　役場賀陽庁舎や加茂川庁舎、町内道の駅、きびプラザ等へ掲
示されていますので、ぜひご覧ください！！



おめ

でとう満1歳
便

武
内　

晴
紀
ち
ゃ
ん
（
湯
山
）

た
け
う
ち　

は
る
き

平成26年10月26日生まれ

食欲旺盛・好奇心旺盛な晴紀！
お兄ちゃん達と仲良く元気に
大きくなぁ～れ☆  パパ・ママより

吾
浦　

匠
海
ち
ゃ
ん
（
尾
原
）

ご
う
ら　

た
く
み

平成26年10月26日生まれ

元気いっぱい！大きくな～れ！

前
田　

果
凛
ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

ま
え
だ

か
り
ん

平成26年10月17日生まれ

果凛ちゃんの笑顔がパパとママの宝物だよ！
生まれてきてくれてありがとう。
可愛いがとまらない♡

日
笠　

 

智
ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

ひ
か
さ　

さ
と
る

平成26年10月８日生まれ

生まれてきてくれてありがとう。
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ボランティアによる清掃活動
ありがとうございました

　６月14日に高富、案田地区黒住教ボランティアグループ（18人）、７月31日には円城ほほえみ会《老人
クラブ》（24人）が、かもがわ総合福祉センター敷地内の草刈り、草取りを行ってくださいました。おかげ
さまで、とてもきれいになりました。
　暑い中皆さん大変ありがとうございました。

NPO法人 いまここ　　　　　　　　　　　　　　
TEL：０８６７－３４－１２３４
H P：http://imacoco-kibi.jimdo.com/
MAIL：imacoco@kibi.ne.jp

連 絡 先

吉備中央町竹部2164-65活動拠点

団体名 NPO法人 いまここ
吉備中央町に移り住んでみたい
吉備中央町に移住してきたが町の様子が分からない･･･
『ＮＰＯ法人 いまここ』は、そんな人たちを応援します。

転入定住を希望する人に紹介できる物件を探しています。
貸しても良いという方、売っても良いという方いらっしゃ
いましたら、ぜひ「いまここ」まで！

空き家募集

活動実績

活動内容

　町内で活動しているスポーツや文化活動、地域づ
くりに取り組んでいる団体・グループを紹介します。
掲載を希望される場合は、企画課　公聴広報班にご
応募ください。

☆転入定住を希望する人に、空き家情報・雇用求人情報・子育て支援情報などの提供
☆転入定住を希望する人・すでに転入された人・地域のみなさん、それぞれの情報を交換する
　交流会の開催
☆移住相談会への参加など移住定住に関するいろいろな情報の収集・発信
☆町との情報交換・各種イベントの共催

定 住交 流情 報
をキーワードに活動しています



イベント情報
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
写
真
は
、
か
も
が
わ
総
合

ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
開
催
さ
れ
た
富
士

通
テ
ン
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
の

様
子
で
す
。

　
笑
顔
で
バ
レ
ー
を
楽
し
む
参
加
者

の
姿
が
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
見
ら

れ
ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】

▼
今
年
度
か
ら
企
画
課
に
配
属
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
広
報
取
材
等
で

町
内
各
所
に
お
伺
い
す
る
よ
う
に
な

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
フ
ォ
ト
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
掲
載
し
た

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
の
取
材
で
は
、

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
参
加
者
の

バ
レ
ー
に
対
す
る
思
い
や
姿
勢
を
見

て
、
昔
、
放
課
後
や
休
日
に
、
水
泳

や
陸
上
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
明
け
暮
れ
る
日
々
を

過
ご
す
中
、
当
時
は
ス
ポ
ー
ツ
と
い

う
、
一
つ
の
こ
と
に
対
し
て
一
生
懸

命
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た

こ
と
も
同
時
に
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
趣
味
や
広
報
の
仕
事
な

ど
を
通
し
て
、
自
分
が
一
生
懸
命
に

な
れ
る
も
の
、
熱
く
な
れ
る
も
の
を

一
つ
で
も
多
く
探
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

�

田
淵

お問い合わせ　社会福祉法人　吉備の里　吉備の里相談支援センター
　　　　　　　加賀郡吉備中央町上野2320－10
　　　　　　　☎0866ー56ー8216　　　0866ー56ー8218（担当　宮田）
　　　　　　　E-mail��soudanshien@kibinosato.or.jp　

平成27年度 わが町福祉フォーラム in吉備中央町
「自分らしく生きる　～働く  活動する  暮らす～」

■日　時　平成27年10月31日（土）　１３：００～１５：３０
■会　場　ロマン高原かよう総合会館　定員200名（受付12：30～）

参加
無料

  第一部　基調講演　　13：05 ～ 14：15

  第二部　シンポジウム　14：25 ～ 15：25

講　師●流 王 雄 太 氏（岡山大学病院精神科　医師）
テーマ●「動かないから 動く」

テーマ●「地域で支える自分（本人）らしさ」
▼パネリスト
・当事者家族　斉藤�秀子氏　　�・吉備中央町福祉課　保健師　松田�良子氏
・吉備高原清和荘　相談生活支援係長　西村�圭一氏
▼コーディネーター
・吉備の里相談支援センター　所長　山﨑�弘一氏

流王　雄太（りゅうおう・ゆうた）
　岡山一宮高校１年だった1982年、所属していたラグビー部の試合中に首を骨折、四肢
まひとなった。苦しいリハビリに耐え、約１年半後に復学。母親や友人らの支えを受け、
1987年に岡山大理学部に入学した。
　大学院進学後、山形県に電動車いすの医師がいることを知って勇気づけられ、医者の
道を志した。1995年に同大医学部に再入学。指が動かないことから解剖実習などには困
難があったが、グループでの実習やリポート提出などでクリアした。医師国家試験に合
格し、2001年から岡山大病院に勤務している。
　2007年５月　仙台市の社会福祉法人・ありのまま舎が主催する、全国の障害者を対象
にした「第９回ありのまま自立大賞」受賞。
　現在はアシスタントの女性にカルテ筆記を手伝ってもらいながら、主に入院患者を診
察。後遺症のため体温調節が難しいことや移動などに苦労しながらも「つらいと思うこ
とはない」と流王さん。「障害者が健常者と同じ土俵に立つことに困難は多いが、障害が
あっても医師になりたい人は夢をあきらめず、私の後に続いてほしい」（2007／４／21　
山陽新聞　岡山医療ガイドより抜粋）

主　　　　催　吉備中央町 吉備中央町障害者等地域自立支援協議会
後　　　　援　岡山県備前県民局／吉備中央町教育委員会／吉備中央町社会福祉協議会

FAX
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　自己新記録を出すぞ！
　７月29日、円城小学校で吉備中央町小学校水泳記録会が開催されました。
　記録会には、町内９小学校から５、６年生の児童169名が参加。真夏の日差しの下、各学年の男女別に自由形、
平泳ぎ、リレーなどの５種目で競い合いました。
　なお、主な種目の１位は次のとおりです。（敬称略、かっこ内は学校、（新）は新記録）

　レインボーフェイスティバル2015
　７月18日、ロマン高原かよう総合会館前で「レインボーフェスティバル
2015」（主催＝レインボーフェスティバル実行委員会）が開催されました。
　多くの子ども連れの家族などでにぎわう中、ステージでは吉備中央児童合唱
団、吉備中央町うらじゃ“まほろば”によるうらじゃ踊りなどが行われ、会場
は盛り上がりました。また、地元住民によるバザーもにぎわいを見せていまし�
た。
　最後は、倉敷天領太鼓が打ち上げ花火に合わせて迫力のある和太鼓を披露。夜空に広がるきれいな花火を見な
がら、夏の夜を満喫していました。

【50ｍ自由形】
　５年女子　藤

ふじ
田
た
　桃
もも
佳
か
（御北）48秒２

　５年男子　山
やま
本
もと
　祥

しょう
己
き
（御北）39秒６（新）

　６年女子　野
の
瀬
せ
　羽

う
未
み
（上竹荘）40秒５

　６年男子　小
お
倉
ぐら
　優
ひろ
嬉
き
（大和）39秒４

【50ｍ平泳ぎ】
　５年女子　綱

つな
嶋
しま
　夏
なつ
実
み
（下竹荘）１分00秒４

　５年男子　禰
ね
元
もと
慎
しん
之
の
助
すけ
（吉川）53秒２（新）

　６年女子　石
いし
井
い
　亜

あ
弥
や
（下竹荘）59秒９

　６年男子　山
やま
本
もと
　雅

が
玖
く
（豊野）１分02秒６

【100ｍ自由形】
　５年女子　山

やま
本
もと
　莉

り
音
ね
（吉川）２分05秒０

　５年男子　山
やま
本
もと
　祥

しょう
己
き
（御北）１分45秒３（新）

　６年女子　渡
わた
邉
なべ
　芽

め
衣
い
（豊野）１分37秒９

　６年男子　小
お
倉
ぐら
　優
ひろ
嬉
き
（大和）１分35秒３

【100ｍ平泳ぎ】
　５年女子　綱

つな
嶋
しま
　夏
なつ
実
み
（下竹荘）２分06秒５

　５年男子　禰
ね
元
もと
慎
しん
之
の
助
すけ
（吉川）１分52秒５（新）

　６年女子　後
ご
藤
とう
　芽

め
生
い
（円城）２分01秒４

　６年男子　長
は
谷
せ
川
がわ
大
やま と
和（円城）２分11秒４

　　　　　　桑
くわ
村
むら
　太
たい
陽
よう
（吉備高原）２分11秒４

【200ｍリレー男子】
　越

お
智
ち
建
けん
太
た
・越

お
智
ち
一
かず
仁
ひと
・山
やま
本
もと
祥
しょう
己
き
・石
いし
坂
ざか
翔
しょう
真
ま
（御北）　2分57秒4

【200ｍリレー女子】
　菅
すが
野
の
朱
あか
音
ね
・渡
わた
邉
なべ
芽
め
衣
い
・山
やま
本
もと
結
ゆ
衣
い
・田
た
村
むら
ひなた（豊野）　2分55秒5（新）

　富士通テン女子バレーボール教室開催
　８月１日、２日、かもがわ総合スポーツ公園体育館で平成27年度吉備中央町バレーボール教室が開催され、
地元スポーツ少年団やママさんバレーの選手、一般の方など約170人が参加しました。
　これはバレーボールの発展・普及のために、全国９人制バレーボールチームのトップチームである富士通テン
女子バレーボールチームを招き、選手の競技力向上及び競技の普及に寄与する指導者の資質向上を図ることを目
的に開催されたものです。
　教室では、中

なか
村
むら
阿
あ
寿
ず
紗
さ
主将ら13選手がお手本を披露した後、サーブやレシーブなどの基本技術を学んだり、

選手と参加者の混合チームで紅白戦も行われ、参加者は熱心に取り組んでいました。

　吉備中央マルシェ
　８月９日、きびプラザで、吉備中央町地域おこし協力隊が企画した吉備中央マルシェ（主
催＝吉備中央町地域おこし協力隊）か開催されました。
　この取り組みは、同協力隊員が日々の活動の中で感じた町の良さや、質の高い手作りの
ものを町内外に発信したいという思いから初めて実施したもので、町内27の個人や団体が
出店しました。
　当日は、出店者が自ら生産した農作物や手作りの工芸品などを持ち寄り販売。町内外か
ら訪れた来場者は出店者と楽しく会話を弾ませながら思い思いの商品を手に取っていまし
た。


